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指 i# 上 の 留 意 点学 習 活 動
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《集団追求で.新たな課題になったこと》
･各川Iでまとめられたものは.すへて台形の
面相を2等分しているが共通なところはな
いたろうか｡
･文字を使って台形の面相なとを表して.説
明できないた■ろうか｡
《まとめの段階で.芋んたことについて追求
プリントに喜己人された主な例》
･台形の面相を2等分するには.大きく/分け
て2つのやり方があることが分かった｡
･図形の問題が式を使ってできるとは如L.I)な
かった｡
･文字でも表されることか分かり.証明でき
てよがったと思う｡
･自分の考えかきちんと証明できなかったが
計算してみると.自分の考えも問建ってい
ないことが分かって.とてもうれしかった｡
･計算で解けろというのがすこいと思った｡
何でもやればできるような気持ちがすると
同時に不思講に思ったo
･いろいろな図形のやり方があって.とても
楽しかった｡
･いろいろな方法があって.Uっくりし′た｡
自己追求のところかうまくかけなかったが
一応自分では分かっているつもりである｡
･式にしてみると.本当にハスルち解くよう
に答えか出てきたのがすはらしい｡同通り
もあって整理しきれなかったものか.でき
たのか不思議のように感じるo酌芋的なよ
さが分かった｡
･いろいろな見方や考え方かあることか分か
った｡私は.考えても分かL')なかったのた
けitと,平行四辺形,UL)性質を使ったりし′T,
今まで習ったことて工夫すれはできるのた
なと思った｡これか･>)は.よ～く考えてみ
ようと思った｡
･分かった｡
I- 1 -I▲J
1つの図形を.2つの図形としてみること
が眼快の見通しになることが分かった｡い
ろいろな見方や考え方があることも分かっ
たC式によっても答えが見つかることから
答えが1通りではないところに.数学のお
もしろさがあると思った.
難しい ｢芋習課,g｣であった｡
計算 (式)で出すのは.難しい｡
《考察》
この学習課題については.簡単なようでな
かなか難しいと思っていたが.生徒は興味を
持って取り細んでいた｡学習喜栗,gを提示した
とき.ある生徒から ｢各辺の端に点をとって
ほいけないですか｡｣と質問を受け. ｢よろ
しい｡｣と教師が応えたため少し生徒は考え
易 くなったようである｡あるクラスでは.3
9名中は業までに考えてきた生徒が37名で
解凍への見通しが持てて自分の考えを持てた
生徒が30名いた｡】つでも自分の考えを持
つことができていたのには.驚かされた｡
小集B]や学級集団での話し合いでも.活発
に出し合い.それを軽理して大きく2通りに
まとめていくことができた｡文字を使っての
説明を気ついた生徒は.1人もいなかったが
教師が紹介してやると生徒は.Vさの貞貢をして
いた｡
生徒の習熟度によって.いろいろな点の取
り方.まとめ方ができるのがこの学習悪果闇の
おもしろいところたと思いました｡
《生徒の感想》
授業を肯定的に受けとめた生徒 (○印)と
は類を否定的に受けとめた生徒 (●印)の主
なもU)を紹介します｡
① ｢学習謂潜｣の自己追求を家庭学習にし
たことをどう思いますか｡
○ 家でやるほうが考える時間が長くとれ.
おちついた環境の中でゆっくりとしかも深
く考えられよかった｡
○ 授業をする前から学習喜栗題がつかめて分
かりやすかった｡
○ 教科書や参考書などを見て考えられるし
時間も多く使えるからいいと思った｡
○ 自分一人の考えがもてるからよかった｡●少し面倒であった｡
よかったと思うが.よく分からない時が
あり困った｡
② 小集団での話し合いはどうでしたか｡
○ 友たちの考えがよく分かったし,よく分
からない所もすぐ賃間できるのでやりやす
かった｡
○ 自分の考えを発表しやすく.他の人へ伝
えやすい所が大変よかった｡
○ 一人一人で発表していたらこちゃこちゃ
になるので.4人で話し合ってまとめるの
はとてもよかった｡
○ 異なる意見が出されて.いろいろと考え
る範囲が広がり.おもしろかった｡
○ 草根全体で話し台う前に.小集団で追求
プリントを回し′て見たり.意見を出し合っ
たりして.小黒板にまとめたりしておもし
ろかった｡●話し合いによって内容が深まるけと.い
らない話もしてしまう｡
③ 学級集団での話し合いはとうでしたか｡
○ いろいろな見方や考え方が分かり.自分
の見方や考え方がより深まった｡
○ みんなで意見をまとめていくと.それぞ
れの鳩の考えがはっきりとよく分かった｡
○ 各班 ことにまとめ方も説明の仕方も速い
それを見たり問いたりしていると.見方や
考え方が広がってよかった｡
○り壬のそれぞれ建った意見を統一して新た
なことを知るのがよかった｡
○ 他の1Jlとの意見を比較して学習できるか
ら分かりやすいB●川にはなかった考えがあって.新しい見
方や考え方があることが分かったがのみこ
めない所もあった｡●時間がなくなり.多くの人が意見を言え
なかった｡
i) これまでの授業と比較してとう思いまし
たか｡
○ 一人一人だと発表をいやがる人もいるけ
れと.小黒板にかいて出すとみんな意見が
出せるのでよかった｡
○ 仲間といっし･よにできることや小黒板に
かいて昔兄を表すのが楽しい｡粗極的に取
り組める｡
○ 自分で追求したのをみんなで話し合って
としとしおもしろい意見が出てきて.いか
にすれば良いのか勉強になった｡
○ まとめることができるようになって整理
できるようになってよかった｡
○ 家で時間をとって自分自身で深く考えら
れるので.いろいろな考えなとが浮かんで
きて数学が楽しくなった｡●少しうるさくなるのか難点である｡授業
に地中できない時があった｡●普通の授業の方だと先生がきちんとまと
めてくだきるので,晋通の授業の方が分か
りやすい｡●自分で考える所が多いので苦労した｡
(平成6年3月27日受理)
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